
も，Ethernet ポートから TCP/IP 接続にて
L1-SAIFメッセージを入力し，これを処理させ
ることが可能である。 
本実験により，衛星回線を介して L1-SAIF
メッセージを伝送して正常に動作することを確

認した。実験結果の例としては，補強後の測位

誤差が図 4のように得られている。 
（４）測位系間外試験その２ 

JAXA-ENRI間の通信回線を設置したことを
受け，平成 22年 1月 7日に標記試験を実施し
た。正式名称は「準天頂衛星システム（QZSS）
高精度測位実験システム JAXA-ENRI 測位系
間外インターフェース試験２」である。本試験

の内容は，測位系間外試験その１では試験の対

象外とした JAXA-ENRI 間通信回線について，
実機相当の機材を設置して再度同様の試験を行

うことである。すなわち，L1-SAIF実験局は当
所実験室，QZSS MCSは JAXA筑波宇宙セン
ター内に設置されており，これらを商用通信回

線で接続した。 
本試験を実施したところ，ICDの変更に伴う
細かい齟齬がいくつか発見され，これらについ

ては試験中あるいは試験後に改修した。 
（５）測位地上系総合試験 

JAXAと各実験担当機関の相互間の地上系イ
ンターフェース試験がいずれも完了したことを

受け，平成 22年 1月 25日～2月 5日に標記試
験を実施した。正式名称は「準天頂衛星システ

ム（QZSS）高精度測位実験システム 測位地上
系総合インテグレーション試験」である。直前

に測位系間外試験その２を実施していたことか

ら，当所が関係するインタフェースについては

特に問題はなかった。 
（６）総合検証試験 
以上の試験の完了を受け，準天頂衛星打上げ

前の最終的な全体システム試験として，標記試

験を実施した。正式名称は「準天頂衛星システ

ム（QZSS）高精度測位実験システム 総合シス
テム検証試験」である。当所が関係したのは試

験全体のうちの高精度補正技術機能確認試験で

あり，平成 22年 2月 25日に実施した。 
本試験については，いずれも実機相当の機材

を使用して行われた。L1-SAIF実験局は当所実
験室，QZSS MCS及び追跡管制系の主要部はは

JAXA筑波宇宙センター内に設置されており，
これらを商用通信回線で接続した。追跡管制系

の搭載部分，航法ペイロード（PFM）及びプロ
トタイプ受信機は，衛星製造者である三菱電機

鎌倉製作所に設置されている。 
本試験を実施したところ，NOC とのインタ
ーフェースに若干の齟齬が発見され，いずれも

試験中に改修した。 
 
５．まとめ 
国土交通省による委託を受けて当所で整備を

進めてきた L1-SAIF 実験局の概要を述べると
ともに，各種試験結果を報告した。本年 2月に
実施した総合検証試験をもって準天頂衛星の打

上げ前の試験はすべて完了し，JAXA 及び各実
験担当機関の機材の動作を確認したところであ

る。当所機材についても試験の結果は問題なく，

準天頂衛星を使用した実証実験の準備を進めて

いるところである。 
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